
 

 

 

 

 

バトンを受け継ぐ時～「後輩」という肩書きを捨てて～ 

３月。学園の南に立ち並ぶ桜の木のつぼみが膨らみはじめ、別れと始まりの季節がやってきたと感じて

います。 

今月、私たちは２つの大きな節目を迎えます。「９年生を送る会」と「卒業証書授与式」です。これま

で、常に私たちの前には９年生という大きな存在がありました。しかし、今月を境にその存在はなくな

り、４月からは皆さんがこの学園の「顔」として、全校生徒を導く立場になります。 

現在進めている「９年生を送る会」の準備。これは単なる出し物の練習ではありません。「誰かのため

に、自分たちの時間と知恵を使う」という最上級生に最も必要な「貢献」の訓練です。 

「時間を守る」「周囲を見て今何をすべきか考える」これらは、誰かに怒られるからやるのではなく、

最高の会を作り上げるために欠かせない「プロの仕事」です。準備の細部にまでこだわり、９年生に「こ

の学園を任せて大丈夫だ」と確信させる。そんな姿を期待しています。 

 

卒業式で見せる「沈黙の力」 

 飛島学園の卒業式には、在校生として８年生のみが参列します。これは、皆さんが「全下級生を代表し

て、先輩たちの魂を受け継ぐ唯一の存在」として認められているということです。式典で見せるピシッと

揃った起立、凛とした沈黙、心を揺さぶる合唱。皆さんのその姿を、卒業していく９年生はどう見るでし

ょうか。「自分たちが卒業した後も、この学校は８年生が守ってくれる」。そう確信させてあげることが、

後輩としての最後の、そして最大の恩返しです。式に参加できない７年生以下の下級生たちは、後日、皆

さんの口から語られる「卒業式の気高い空気」を通じて、学校の伝統を知ることになります。皆さんは、

その光景を目に焼き付ける「唯一の目撃者」なのです。 

 

「最上級生」という特等席へ 

４月からの１年間は、義務教育の集大成です。行事の企画、委員会、部活動のリーダー。すべてが皆さ

んの思い通りに動かせる一方で、すべてが皆さんの双肩にかかっています。自由を楽しむためには、自律

が必要です。時間を支配し、周りを感じ取り、自ら動く。この３月にその「土台」を完成させましょう。 

９年生が去った後の学園は少し広く感じるかもしれません。しかし、その空白こそが皆さんの成長の余白

です。バトンはもう、皆さんの手の届くところにあります。 

 

 

 

飛島学園８年生学年通信 

令和８年２月２７日（金）１３号 誠心誠意 



個票の「数字」を「武器」に変える準備 

先日、今年度最後となる第４回テストの個票を配付しました。結果を見てガッツポーズをした人、思わ

ず目を逸らしたくなった人、さまざまでしょう。しかし、今回皆さんの手元に届いたその紙は、単なる

「点数の記録」ではありません。９年生の進路決定において、８年生の成績は極めて重要です。多くの地

域では、この２年間の積み重ねが調査書（内申点）に大きく関わります。「９年生になってから頑張れば

いい」そう思っている人がいたら、今すぐその考えを捨ててください。受験という戦いは、もう始まって

います。今回の個票に書かれた順位や点数は、現時点での自分の「戦闘力」です。今の自分に何が足りな

いのか。 

 良い結果には運もあるかもしれませんが、悪い結果には必ず理由があります。その理由（弱点）を見つ

けることこそが、次への最大の近道です。 

春休みは「９年生０学期」 

３月の修了式を終えると春休みがやってきます。この休みは、単なる「学年間の休み」ではありません。

「９年生の０学期」です。８年生の学習内容は、入試の最重要項目が詰まっています。この休み中に「わ

からない」をそのままにせず、基礎を固め直す。そのわずかな努力の差が、夏休み以降の試験や実力テス

トで、取り返しのつかない大きな差となって現れます。 

これまで伝えてきた「時間を守る」「周りを見て行動する」という力は、実は学習面で最も試されます。

「誰も見ていない場所で、どれだけ自分を律して机に向かえるか」「自分の弱点から逃げずに、向き合え

るか」最高学年になるということは、自分の人生の舵取りを、自分自身で行うということです。 

今回の個票の結果がどうあれ、道はまだ続いています。この数字を糧にして、１年後に「あの時、逃げ

ずに頑張ってよかった」と笑える自分を、今から作り上げていきましょう。 

３月の予定                            【最終下校時刻 17:00】 

日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 生徒会役員選挙 卒業式総練習 9年生を送る会 9年生送り出し 

卒業式前日準備 

卒業証書授与式  

８ ９ 10 11 12 13 14 

 朝礼・生徒会認

証 

 授業参観 

学級・学年懇談

会 

   

15 16 17 18 19 20 21 

     春分の日  

22 23 24 25 26 27 28 

 給食終了 修了式 春季休業開始    

29 30 31     

       

“勝ちに不思議の勝ちあり、負けに不思議の負けなし”野村克也 



 


